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研究成果の概要：中南米出身の日本語弱者に対する行政や司法の場面でのコミュニケーション

支援に必要な基礎研究として、スペインとペルー・アンデス地域のスペイン語との違いを分析

し、日本と中南米諸国およびスペインの法律や司法制度を比較研究し、国による用語の違いを

明らかにした。地域でのスペイン語ポルトガル語による情報提供状況を調査し、問題点を指摘

した。外国からの移民を多く抱えるスペイン・カタルーニャ自治州の司法通訳制度と、移民へ

の言語政策を調査した。 
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１．研究開始当初の背景 

1990 年の入管法改定以降、日本には、中南
米出身居住者が増加してきている。法務省
2008 年 8 月 13 日公表の統計によると、2007
年末の国籍別外国人登録者数で、ブラジルは、
中国、韓国・朝鮮に次いで第 3位 316,967 人、
ペルーは第 5 位 59,696 人となっている。県
別でブラジルは、1 位が愛知(80,401 人)で、
静岡(52,014 人)、三重(21,717 人)、岐阜
(20,912人)と上位4位をこの東海地方の県が
占めている。愛知県多文化共生推進室調べの
2008 年 12 月 31 日現在（速報値）の愛知県内
の国籍（出身地）別内訳では、1 位がブラジ

ルで 78,652 人、ペルーが中国、韓国・朝鮮、
フィリピンに次いで第 5位 8,492 人となって
いる。これらブラジルやペルー出身者の多く
が日本語によるコミュニケーションが充分
とは言えない。これら日本語弱者に対しては、
特に、生活や生命にかかわる医療、行政、司
法、災害などの場面でコミュニケーション支
援の必要性が高い。 
2002 年に医療通訳研究会が発足し、2003

年に日本通訳学会にコミュニティー通訳研
究分科会が作られ、2006 年 3 月に日本パブリ
ックサービス通訳翻訳学会が設立されたの
も、言語による多言語・多文化共生社会への

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：2007～2008 

課題番号：19520498 

研究課題名（和文） 地域コミュニケーション支援のための法律分野スペイン語教育の研究 

  

研究課題名（英文） A Study of Spanish Language Education in the Legal Field  

 for the Community Interpreting  

研究代表者 

堀田 英夫（HOTTA HIDEO） 

愛知県立大学 外国語学部 教授 

研究者番号： 90128637 



 

 

貢献を学術的に考えようという日本におけ
る動きを示している。英語教育では、一般語
学(EGP: English for General Purposes)に
対する専門分野別英語教育(ESP: English 
for Specific Purposes)の必要性について以
前から研究や実践がなされている。スペイン
における外国語としてのスペイン語教育研
究でも、移民増加と共に、移民対象スペイン
語教育と特定分野(áreas específicos)スペ
イン語教育に関する議論がされている。 
 
２．研究の目的 
 愛知県を中心とした東海地方の中南米居
住者へのコミュニケーション支援の場面の
実態調査をし、各自治体や諸機関のスペイン
語およびポルトガル語による情報発信の効
果や課題を明らかにする。 

これら日本における多言語資料と中南米
諸国およびスペインの法律や制度を比較研
究し、用語が国により異なることにも留意し
つつ、普通の市民が知っているべき内容を表
現しうるような、適切な質と量のスペイン語
＆ポルトガル語と日本語との対訳言語資料
を作成する。コミュニケーション支援従事者
のありうべき姿勢を明らかにし、言語政策と
しての多言語化について、現状とあるべき姿
を考察する。 
 これらの研究成果を基に、大学におけるス
ペイン語教育の授業内容、方法、シラバス、
教材を考察する。ポルトガル語教育について
は、将来的課題として資料を収集しておく。
スペイン語教育は、受講者が、受講後、諸機
関からの多言語による情報発信にたずさわ
ることができるよう、あるいは、専門通訳・
翻訳、あるいはコミュニケーション支援のボ
ランティアに従事できることを目的とする
が、同時に、このような教育によってスペイ
ン語能力そのものの達成レベルの向上も目
的とする。また、コンピュータ支援翻訳のソ
フトウエアに利用できる対訳コーパスや語
彙集の作成をする。 

日本語が十分に習得できていない住民に
とって、教育、医療、司法、行政、災害など
に関する地域でのコミュニケーションは、生
活や生命にかかわることであり、本研究の成
果は、中南米出身者のコミュニケーション支
援に役立ち、地域における多文化共生のあり
かたに資するものである。 

また、外国語教育法の研究として得られる
成果は、移民が流入してきているスペインや
カナダ、オーストラリアなどの諸外国におけ
る外国語教育研究にも資するもので、今後一
層充実発展させていかなければならない分
野である。 
 大学における外国語教育は、受講生の目を
外国に向けることに力を注いできたが、足元
の諸地域で現在急速に進行している国際化、

多言語・多文化共生の実態に受講生の目を向
けることによって、新たな展開が期待できる。 
 
３．研究の方法 
 愛知県を中心とした東海地方の中南米居
住者へのコミュニケーション支援の場面の
実態調査、各自治体・機関等での取り組み事
例調査を実施する。(財)自治体国際化協会や
各地の国際交流協会等のウエブサイト上に
掲載されている多言語資料の他に、近隣諸団
体作成のパンフレット等の資料も収集し、調
査分析する。 
これら日本における多言語資料と中南米

諸国およびスペインの法律や制度を比較研
究し、用語が国により異なることにも注意し
つつ、適切な質と量の言語資料を作成する。 
同時に、相談業務やコミュニケーション支

援従事者等からの聞き取りと、スペインにお
ける移民対象の言語政策の調査を基に、コミ
ュニケーション支援の姿勢や言語政策とし
ての多言語化について考察する。 
作成した対訳コーパスや語彙集により、法

律にかかわるコミュニケーション支援には、
どのような構文や語彙・表現を習得する必要
があるかを検証し、通訳や翻訳にたずさわる
者を養成するための教育や、これらの者の実
務に役立つ教材や資料を作成する。 
これらの研究成果を基に、大学におけるス

ペイン語教育の授業内容、方法、シラバスを
考察する。また、コンピュータ支援翻訳のソ
フトウエアに利用できる対訳コーパスや語
彙集の作成をする。 
 
４．研究成果 
 
スペイン語の地域差研究として、堀田がペ

ルー・スペイン語の諸特徴について先行研究
をもとに調査研究し、スペイン・マドリード
市とペルー・リマ市の交通関連語彙を比較し、
相違を明らかにした。またスペイン語アルフ
ァベット表語彙に見られる地域差を調べ、児
童用語彙の一部におけるスペインと中南米
との違いを明らかにした。 
糸魚川は、愛知県におけるスペイン語によ

る情報提供状況調査をまとめ、問題点を明ら
かにし、ペルーとブラジルにおいて法律分野
の調査を行ない、家族に関する法律およびド
メスティック・バイオレンスに関する用語を
まとめた。 
塚原は、ラテンアメリカ系児童の母語・継

承語維持をめぐる諸問題を調査し、ラテンア
メリカ系労働者の就業構造についても先行
研究に基づく文献調査を行い問題点を明ら
かにした。スペイン・カタルーニャ自治州の
司法通訳制度と移民への言語政策も調査・分
析した。 
川畑は、ペルーにおける刑事手続きや司法



 

 

制度について調べ、さらに司法組織関連用語
を研究、また刑事手続領域における法律ブラ
ジル・ポルトガル語についても調査をした。 
堀田と糸魚川は、特定領域/専門分野スペ

イン語教育についての考察を行ない、糸魚川
の外国籍住民へのコミュニケーション支援
についての考察と合わせて日本通訳翻訳学
会コミュニティ通訳分科会・通訳教育分科会
合同会合などで発表した。 
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